
1. はじめに
デジタル化では、第１フェーズとして「IT 利用による
業務プロセス強化」、第２フェーズとして「IT による
業務の置き換え」、第３フェーズとして「業務が IT へ、
IT が業務へとシームレスに変換される」という段階を
進むと考えられている (wiki ペディア：デジタルトラ
ンスフォーメーションより )。

現在、AI やロボティクスなどの技術革新のほか、イン
ターネットやスマートフォンが生活の一部となってい
ることによって、デジタル化の第３フェーズは急速に
人々の生活に浸透している。

このような日常生活の中で利用されているサービス
は、もはや IT サービスというよりはデジタルサービス
と言ったほうが相応しい。一般消費者が、スマートフォ
ンやそのうえで動くアプリを IT やアプリケーションソ
フトウェアと意識していることはなく、アプリケー
ションはサービスを利用するためのメニューのように
捉えられているのではないだろうか。

2. メガトレンド
この流れは、デジタルトランスフォーメーションとい
う変革を生み出している。企業は消費者に対してデジ
タル化されたより利便性の高いデジタルサービスを提
供する組織、つまりデジタルサービスプロバイダに変
革されなければ淘汰されてしまう。

そしてこれはインターネットにつながったグローバル
な世界での出来事であり、日本だけではなく世界中に

広がるメガトレンドとなっている。

さらにこのデジタライゼーションの特徴としては、過
去の第１フェーズや第２フェーズで莫大な IT 投資をし
てこなかった新興国のほうが、日本のように過去の巨
大 IT システムを保持している国と比較をしたら、ス
ピードが桁違いに速い。日本のようにレガシーとなっ
てしまったインフラを破棄して、新しいデジタルサー
ビスを生み出す大規模変革を行うには、かなり本腰を
入れて取り組む必要があるだろう。

3. 自動車会社はもはや製造業ではな
い
インテリジェントビークル。これは車がインターネッ
トを経由して常時クラウドに接続されている状態で、
車の所有者、車のサービスセンター、車の保険会社な
どの多くのステークホルダが、車関連サービスを提供
したり、利用したり、それをリアルタイム処理できる
ようにすることである。

このようなインテリジェントビークルは、既存の技術
で簡単に実現することは容易であるし、5Gネットワー
クのようなレイテンシの少ないネットワーク技術、
IoT 技術が一般化すれば、あっという間に自動車関連
企業はデジタルサービスプロバイダになるであろう。

4. まとめ
インテリジェントビークルは、デジタルサービスの一
例に過ぎない。自動車関連企業のほか、金融関連はさ
らにデジタルサービス化の動きが加速度的に高まって
いる。

そして、従来の業務プロセスを強化したり、業務プロ
セスを置き換えたりといった IT 活用の時代から、消費
者に対するデジタルサービスとそれを提供するデジタ
ルサービスプロバイダに変革するためには、スピード
感を持って意思決定していく必要がある。

そのためには、もっとも変革に重要となる人材の意識
変革や教育、どのようなアプローチで変革を成し遂げ、
どのようにデジタルサービス化をするかを貪欲に学ぶ
ことが不可欠である。

このメガトレンドの助けとなる知識体系が、SIAM®
(Service Integration And Management) であり、
VeriSM™モデル /アプローチであることは間違いない。

グローバル競争優位性をスピーディーに確立していく
ためにも、素早く SIAM® や VeriSM™のエッセンスを
習得する必要があると考える。
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